
Viewアレルギー39の構成アレルゲン
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原因アレルゲンの特定はアレルギー治療の第一歩
日頃より Viewアレルギー39TM をご使用いただいているご施設様、今後ご利用を検討いただきたいご施設様に向けて
一度の検査で39種類のアレルゲンを調べることができるViewアレルギー39に関連する情報を提供させていただきます。
原因アレルゲンを特定することで患者さんに合った対策を指導することが可能です。原因アレルゲンの検索に View
アレルギー39をご利用ください。

青文字はアレルギー物質を含む食品の表示義務・推奨食品に関連する項目です

Viewアレルギー39はサーモフィッシャーダイアグノスティックス社の多項目同時検査です。
【多項目同時検査が有効な場合】1-2）

● 問診から原因アレルゲンの推定が困難な例や、多種のアレルゲンに感作されている可能性がある場合には有用です。
● 原因不明の食物アレルギーの検索や、吸入抗原の感作状況を同時に検出する際に用いることができます。

かつては 36項目だったのをご存じですか
Viewアレルギー39は Viewアレルギーの 2代目であることをご存じでしょうか。初代であるViewアレルギーは 36項目のアレルゲンを
一度に測定できる検査として 2013年に上市されました。その後、2016年に新たに 3項目を加えて現行の 39項目ラインナップとなり、
今にいたっております。
2016年に新たに追加された項目は特定原材料表示推奨項目である『バナナ』『ブタニク』3）、花粉 -食物アレルギー症候群において
メロンなどのウリ科果物と交差反応する可能性のある花粉『オオアワガエリ』4）を追加しました。この追加によりViewアレルギー39に
含まれる特定原材表示義務・推奨項目は16種と充実しています。今後もViewアレルギー39によるアレルギー検査をお役立てください。

イムノキャップ特異的 IgEとのクラス相関データは裏面をご覧ください

TOPICS

Viewアレルギー39 ニュースレター
Vol.1



サーモフィッシャーダイアグノスティックス株式会社
〒108-0023 東京都港区芝浦 4-2-8 住友不動産三田ツインビル東館

info-jp.idd@thermofisher.com

© 2021 Thermo Fisher Scientific Inc. All rights reserved.All trademarks are the property of Thermo Fisher Scientific and its subsidiaries unless otherwise specified.
Printed in Japan. 2109-ot-VA280-1

Find out more at thermofisher.com/allergyinsider-jp

Viewアレルギー39とイムノキャップとのクラス相関
Viewアレルギー39は定量性に優れたイムノキャップ TM特異的 IgEとのクラス相関が良好です 5-6）。そのため、
Viewアレルギー39によるスクリーニング検査の後に、原因として疑わしいアレルゲンを精査・モニタリングをする
場合にも安心して移行することができます 6）。

Viewアレルギー39全項目のクラス相関 6） 代表的アレルゲンにおけるクラス相関 6）

Viewアレルギーに関連した各種資材の
ご用意がございます
患者さん向け小冊子や指導箋のほかに、院内掲示用ポスターなども
ご用意があります。ご希望の方は下記 E-Mailアドレスまでお問い
合わせください。
info-jp.idd@thermofisher.com

参考 1） 医学と薬学 74（5）599-605, 2017 2） 食物アレルギー診療ガイドライン 2016《2018年改訂版》 3） 消費者庁：食品表示義務推奨項目
 4） 特殊型食物アレルギー診療の手引き 2015 5） Int Arch Allergy Immunol 2013; 162（2）: 131-4 6） 医学と薬学 73（6）721-726, 2016

患者さん向け小冊子・小冊子立て 患者さん向け指導箋

イムノキャップとのクラス相関は良好です 6）

注）Index値は抗体価（UA/mL）とは異なりますのでご注意ください。

監修 山口 正雄 先生　帝京大学医学部 内科学呼吸器・アレルギー内科 教授

今回の検査で調べた 吸入系 その他アレルゲン
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PFAS（花粉-食物アレルギー症候群）
PFASは、花粉症に合併することが多い食物アレルギー
です。花粉に感作した人が特定の食物（果物・野菜など）を
食べた数分後に、唇・口・喉などにイガイガ感や痒み・
腫れなどアレルギー症状が出ることがあります。原因は、
花粉症の原因物質と果物などの食物中に含まれている
タンパク質が類似しているためです。
OAS（口腔アレルギー症候群）とも呼ばれます。

対策ポイント
● PFASの原因となる食物を避けましょう。
● 原因となる花粉が飛散する時期に発症・悪化するため
花粉対策を実施しましょう。
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植生および時期は地域により若干異なります
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屋内でもっとも主要なアレルゲンです。秋に、
アレルギーの原因となる死骸とフンがもっとも
多くなります。

ヤケヒョウヒダニ ハウスダスト1

主にフケがアレルギーの原因となります。飼育
していなくても飼育者の衣服などに付いて
公共の場に持ち込まれることがあります。

ネコ皮屑 イヌ皮屑

屋外だけでなく屋内で穀類や菓子類、衣服に
発生する種類がいます。

ガ

虫体の死骸やフンがアレルギーの原因となり
ます。水を好み台所のシンクの下などに生息して
います。

ゴキブリ

春に花粉が飛散します。
スギ花粉症患者の約60％は、ヒノキ花粉にも
感作されています。

スギ ヒノキ

春に花粉が飛散します。
PFAS（花粉-食物アレルギー症候群）を合併する
ことがあります。

ハンノキ（属） シラカンバ（属）

初夏から秋に花粉が飛散します。河川敷や空き
地、道端に広く自生しています。飛散距離が短い
ので、近付かないことで回避できます。

カモガヤ オオアワガエリ

晩夏から秋に花粉が飛散します。河川敷や道端、
荒地、畑地に自生しています。飛散距離が短い
ので、近付かないことで回避できます。

ブタクサ ヨモギ

湿気の多い浴室や台所、壁などにスス状に生える
カビです。

アルテルナリア（ススカビ）

乾燥や高温に強くエアコンや皮革製品などに
生息します。喘息やABPA＊に関与しています。

アスペルギルス（コウジカビ）

消化管や口腔内などの粘膜および皮膚に常在
しています。アトピー性皮膚炎の悪化因子として
考えられています。

カンジダ マラセチア（属）

医療用手袋や風船などに使われている天然
ゴムによってアレルギーを起こします。

ラテックス

＊ABPA ： アレルギー性気管支肺アスペルギルス症

提供：©NPO法人カビ相談センター

提供：武藤敦彦（左）、東奥日報（右）

提供：©NPO法人カビ相談センター

セルフケアによるアレルゲンの除去・回避ポイント 花粉対策 カビ対策
帰宅時
● 衣服に付いた花粉をよく
払ってから家に入る

● 洗顔、うがい、鼻をかむ

花粉シーズン
● 洗濯物や布団の外干しを控える
通年
● シーツやカバーは週に1回以上洗濯する
● 布団は天日干し後、掃除機をかける
● 空気清浄機を
設置する

● サッシの結露を
拭き取る

● 換気する
（湿度70％以下）

● お菓子などの食品は密閉性の高い
容器で保存する

● 衣替え時は洗濯してから着用・収納
する（防虫剤使用）

● ペットはなるべく飼わない
● 飼育する場合は、屋外で飼う、寝室に
入れない、飼育環境を清潔にする

外出時
● 花粉情報に注意する
● マスクやメガネ、帽子を使用する
● 表面がツルツルした素材の服を
着る

● 花粉の多い日は外出を控える
● エアコンの
フィルターを
月に1回程度
洗浄する

● 家庭内の水回りや加湿器の容器は、こまめに洗浄・除菌する

● 十分に換気する

● 布製のソファー、カーペット、畳を避ける
● 1m2あたり20秒以上でゆっくりと掃除機をかける
● ホコリの舞い上がりやすいフローリングなどは、濡れ拭き掃除後、掃除機をかける

原寸
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吸入系 その他のアレルゲンはぜんそく・アトピー性皮膚炎・アレルギー性鼻炎／アレルギー性結膜炎の原因・悪化因子です。
アレルゲンの除去・回避、必要に応じて薬物治療をすることが重要です。

検査を希望される方は医師・スタッフまで
ご相談ください。

39種類の食物系／吸入系アレルゲンの測定項目詳細は
本冊子をご覧ください。

39種類のアレルゲンを一度に調べられる
アレルギー検査があります

まずは裏面で
あなたの

アレルギー度を
チェック！
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イムノキャップ 特異的 IgE
陽性一致率 76/78×100＝97.4％
陰性一致率 32/35×100＝91.4％
判定一致率 108/113×100＝95.6％
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イムノキャップ 特異的 IgE
陽性一致率 79/85×100＝92.9％
陰性一致率 38/38×100＝100％
判定一致率 117/123×100＝95.1％
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イムノキャップ 特異的 IgE
陽性一致率 70/76×100＝92.1％
陰性一致率 37/38×100＝97.4％
判定一致率 107/114×100＝93.9％
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イムノキャップ 特異的 IgE
陽性一致率 73/76×100＝96.1％
陰性一致率 40/42×100＝95.2％
判定一致率 113/118×100＝95.8％

39アレルゲン合計
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イムノキャップ 特異的 IgE

陽性一致率 95.6%

陰性一致率 94.0%

判定一致率 95.0%


